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令和２年度中津市総合教育会議議事録 

 

日 時：令和３年２月８日（月）１４：００から 

場 所：中津市役所４階 研修室 

出席者：（市長部局） 奥塚市長 

（教育委員会）中島委員、自覺委員、横松委員、本田委員、粟田教育長 

事務局：小畑学校教育課長、山本生涯学習推進室長、高崎歴史博物館長、 

黒永総務課長 

（当日発言者を記載） 

 

○司会（黒永総務課長） 

ただ今から、令和２年度中津市総合教育会議を始めます。初めに、奥塚市長よ

りごあいさつを申し上げます。市長よろしくお願いします。 

 

○市長 

皆さん、こんにちは。 

本日は令和２年度中津市総合教育会議を招集いたしましたところ、委員の皆

様には何かとお忙しい中ご出席いただき誠に有難うございます。 

また、平素より中津市の教育の充実・発展のためにご尽力いただき厚く御礼申

し上げます。 

本日開催いたします「総合教育会議」は、教育委員会と首長が協議・調整する

ことにより、両者が教育政策の方向性を共有し、一致して執行にあたることを可

能とすることを狙いとしております。 

中津市ではこれまでも、教育委員と市が連携を図りながら教育行政を進めて

きているところであり、本日は「ＩＣＴ教育の推進について」や「未来づくり ほ

めまち中津の家庭教育について」の協議・調整事項がございます。 

委員の皆様には本日の「総合教育会議」が、有意義な会議となりますよう、ご

理解とご協力を賜りたいと存じます。 

以上で冒頭にあたってのご挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願

いいたします。 

 

○司会 

それでは、次第３の協議・調整事項に移ります。ここからは中津市総合教育会

議運営要綱第３条の規定に基づき、市長が議長として進めさせていただきます。

市長よろしくお願いいたします。 

 

○市長 

それでは、中津市総合教育会議運営要綱第３条の規定に基づき、議事を進めさ

せていただきます。 
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本日は協議・調整事項といたしまして、２点議題があります。１番目は「ＩＣ

Ｔ教育の推進について」となっております。事務局から説明をお願いします。 

 

○小畑学校教育課長 

学校教育課です。それでは、お渡しした資料に基づきご説明いたします。協議・

調整事項の１「ＩＣＴ教育の推進について」です。 

以降、ＩＣＴ教育の推進について、中津市の目指す学びの姿や、今後の取組方

針、１人１台タブレット端末配布後に可能となる学びについて説明。 

 

○市長 

ただいま事務局より、「ＩＣＴ教育の推進について」の説明がありました。そ

れでは、委員の皆様、ご意見等ありませんか。 

 

○横松委員 

 実際に子どもたちが使用するタブレットの実物を実際に見てみたいのですが。 

 

〇市長 

 事務局は、実物があれば持ってきてください。 

 

〇自覺委員 

 コロナで前倒し的にタブレットの導入などが進んだということだと思います

が、どのように活用していくか、今後、教師や周りの大人も一緒に考えていく必

要があると思います。また、タブレットを常備するということは机の上の文房具

が一つ増えることであり、今の机ではかなり狭いと思います。机のサイズを今後

検討していく必要があるのではないでしょうか。 

 

〇中島委員 

こういった情報通信技術は、今後子どもたちにとって生きていくのに必要不

可欠な技能になっていくと思いますが、だからこそ、不平等があってはならない

と思います。 

また、コミュニティースクールという考え方がありますが、地域ぐるみの教育

のあり方、今回でいえば情報通信時術を得意とされる地域の方の活用といった

ことも考えていってほしいと思います。 

 

〇本田委員 

タブレットの導入に合わせて、子どもたちの姿勢が悪くならないよう高さ調

整できる机を導入することや、ブルーライトカットを施すなど、子どもたちの健

康に与える影響も十分考えていかなければならないと思います。 
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〇教育長 

 これからの社会をつくっていく子どもたちが、社会で起こっていることを自

分のこととして捉え、考えることのできる力を伸ばしていく教育につながるよ

う考えていかねばならないと思っています。 

 

〇市長 

ありがとうございました。それでは、次の項目の「未来づくり ほめまち中津

の家庭教育について」、事務局より説明をお願いします。 

 

〇山本生涯学習推進室長 

協議・調整事項の２．「未来づくり ほめまち中津の家庭教育について」説明

いたします。 

以降、ほめまち中津の現状の取組みと課題、目指す方向性について説明。 

 

○市長 

ただいま事務局より、「未来づくり ほめまち中津の家庭教育について」の説

明がありました。それでは、委員の皆様、ご意見等ありませんか。 

 

〇横松委員 

ＰＴＡと開催し菊池先生も参加したワークショップは参加者に大変好評でし

た。そのような取り組みが今後もあるとよいと思います。 

 

〇自覺委員 

「家庭教育ノススメ」という表についてです。私は放課後児童クラブの施設長

もしていますが、放課後児童クラブは第２の家庭という思いで携わっています。

放課後児童クラブの支援の先生の研修などでも、ぜひ「ほめまち」の理念につい

て広めていってもらいたいと思います。 

 

○中島委員 

子どもたちのよいところを的確に「ほめる」という以上にすばらしい指導はな

いと思っています。同時に、間違っている時、悪いことがあった時に的確に「怒

る」という指導もあわせてやっていけたらいいのではないかと思います。 

 

〇本田委員 

 とてもいい取り組みだと思います。私の職場にも広報物等を置かせていただ

ければと思います。 

 

〇教育長 

 大人も子どもも関係なく「認められたい」という気持ちは誰にでもあると思い
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ます。「人を認める」、「その人の良さを認める」ということが住みよい社会につ

ながっていくと思っています。 

 

〇市長 

 ありがとうございました。それでは、次の項目のその他についてです。 

「中津市立中学校標準学生服について」事務局より説明をお願いします。 

 

〇小畑学校教育課長 

新たな中津市標準学生服の導入について、目的やスケジュールについて説明。 

 

○市長 

それでは、委員の皆様、ご意見等ありませんか。 

 

〇横松委員 

 女性でもスカートが嫌だ、パンツルックがいいという声はよく聞く。これから

の時代はこういうふうになっていくのかなあと私自身も感じているところです。 

 

〇中島委員 

 制服は当初、経済的な競争が服装に表れるのを予防するということでスター

トしたものですが、今日の多様性を尊重するという潮流の中では、「制服はもう

いらないんじゃないか」という意見も考えられるのではないのでしょうか。 

 

〇教育長 

 そういう考えもあるだろうと思っています。保護者の声、子どもたちの声を聞

きながら進めていきたいと思っています。 

 

○市長 

ありがとうございました。それでは、次の項目の「なかはくの魅力アップと知

名度アップを目指して」について、事務局より説明をお願いします。 

 

〇高崎歴史博物館長 

なかはくの開館以来約１年間の事業実績と今後の取組の方向性について説明。 

 

〇市長 

それでは、委員の皆様、ご意見等ありませんか。 

 

〇自覺委員 

 コロナが続く当分は、地産地消の観光のあり方が主流になると思っています。

市民の中でも地元を歩いてみようかなという気持ちになっている人が多いはず。
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そういった方達の気持ちを捉えるような企画を期待しています。 

 

〇市長 

ありがとうございました。その他、事務局何かございますか。 

 

○事務局 

特にございません。 

 

○市長 

委員の皆様からはございませんか。 

ないようでしたら、以上で協議・調整事項を終了いたします。ご協力有難うご

ざいました。進行を事務局にお返し致します。 

 

○司会 

長時間にわたりありがとうございました。以上をもちまして令和２年度中津

市総合教育会議を終了いたします。皆様、お疲れ様でした。 

 

 

 

（１５：４５終了） 

 

 

 

市長及び委員等の発言内容については、重複した言葉づかい等を簡潔に整理

した上、議事録としています。 

 


